
回 

想 

昭
和
四
十
六
年
に
は
千
二
百
九
十
六

枚
が
耕
作
さ
れ
て
い
た
棚
田
も
「
米
あ
ま

り
対
策
、
経
済
成
長
」
な
ど
が
起
因
、
僅

か
十
八
年
後
の
平
成
元
年
に
は
三
百
七

十
三
枚
ま
で
減
少
し
た
。 

 

そ
の
後
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
消
滅
も
免
れ
な
い
と
思
い
、
平
成

三
年
、
五
十
歳
の
誕
生
日(

舜)

を
契
機
に

「
地
域
の
宝
」
と
し
て
、
ま
た
、
単
身
赴

任
等
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
負
担

を
か
け
た
恩
返
し
に
と
、
棚
田
保
全
に
取

り
組
ん
だ
。
平
成
六
年
、
愛
知
国
体
山
岳

競
技
会
場
の
「
山
び
こ
の
丘
」
で
第
一
回

千
枚
田
写
真
展
を
開
催
、
全
国
発
信
す
る

と
と
も
に
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の

一
端
を
担
っ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
た

町
長
さ
ん
か
ら
保
存
会
設
立
の
打
診
を

受
け
た
が
地
元
耕
作
者
か
ら
は
設
立
に

良
い
感
触
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
平
成
八

年
、
第
二
回
の
写
真
展
が
き
っ
か
け
と
な

り
ＮН

Ｋ
「
に
ほ
ん
ど
真
ん
中
紀
行
」
の

全
国
放
送
か
ら
耕
作
者
の
意
識
が
急
変
、

平
成
九
年
一
月
十
二
日
「
鞍
掛
山
麓
千
枚

田
保
存
会
の
設
立
に
至
っ
た
。
保
存
会
設

立
の
願
い
は
各
々
の
自
力
で
は
限
界
が

見
え
て
い
る
。
組
織
を
受
け
皿
に
保
全
継

承
、
支
援(

助
成
・
交
付
金)

を
頂
け
な
け

れ
ば
終
り
が
見
え
て
い
る
と
常
々
の
想

い
が
一
挙
に

払
拭
さ
れ
た
。 

 

保
存
会
発

足
と
同
時
に

行
政
は
農
道

整
備
に
動
き

だ
し
て
頂
い
た
が
、
計
画
図
で
は
市
道
や

林
道
と
同
じ
勾
配
、
幅
員
で
ほ
と
ん
ど
田

ん
ぼ
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら
丁
寧
に
お

断
り
し
た
。 

平
成
十
一
年
に
は
「
ふ
る
さ
と
水
と
土

ふ
れ
あ
い
事
業
」
で
行
政
は
、
耕
作
者
の

意
見
を
盛
り
込
ん
だ 

(

例
え
ば
過
去
の

洪
水
に
も
耐
え
て
き
た
沢
は
現
状
の
ま

ま
で
田
ん
ぼ
を
道
に
提
供
す
る
。
等
々) 

整
備
が
行
わ
れ
た
。
お
か
げ
で
農
道
を
軽

ト
ラ
で
ス
イ
ス
イ
、
耕
耘
機
の
出
し
入
れ

も
昔
を
思
え
ば
夢
の
よ
う
に
楽
チ
ン
に

な
っ
た
。
「
こ
れ
で
田
ん
ぼ
を
止
め
る
な

ん
て
言
っ
た
ら
罰
が
あ
た
る
」
と
棚
田
の

百
姓
は
皆
ん
な
心
で
思
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
事
業
は
国
民
の
税
金(

総
事
業
費

二
億
五
百
万
円)

で
整
備
、
そ
の
内
容
は

①
耕
作
道(

景
観
道)

整
備(

一
億
三
千
万

円)

②
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
三
千
六
百
万

円)

③
四
阿
、
水
車
、
ぼ
っ
と
り
等(

三
千

九
百
万
円)

で
あ
る
。 

 

本
事
業
に
よ
り
、
景
観
路
及
び
ふ
れ
あ

い
広
場
の
整
備
し
た
後
は
、
連
谷
地
区
に

お
け
る
共
同
活
動
の
一
環
と
し
て
「
鞍
掛

山
麓
千
枚
田
保
存
会
」
が
中
心
に
な
り
、

施
設
の
維
持
保
全
を
行
う
。
ま
た
、
そ
の

際
に
は
鳳
来
町
ふ
る
さ
と
農
村
活
性
化

対
策
基
金
の
運
用
益
に
よ
る
支
援
を
行

う
と
共
に
施
設
の
多
面
的
機
能
の
普
及
、

啓
蒙
に
よ
り
、
土
地
改
良
施
設
を
通
じ
た

一
層
の
地
域
参
加
型
社
会
形
成
を
図
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

棚
田
の
百
姓
は
純
朴(

口
は
悪
い
が)

で
真
面
目
が
取
り
柄
で
あ
り
、
連
谷
お
助

け
隊
、
棚
田
っ
娘
共
々
施
設
整
備(

草
刈

り
等)

や
都
市
交
流
の
受
け
入
れ
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。 

 

保
存
会
設
立
ま
で
は
千
枚
田
写
真
展

な
ど
か
ら
訪
れ
る
人
々
も
ぼ
つ
ぼ
つ
と

賑
わ
い
だ
し
た
が
、
道
が
で
き
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
積
極
的
に
開
催
。
ま
た
、
メ
デ

ィ
ア
報
道
の
度
ご
と
大
勢
の
人
々
が
訪

れ
知
名
度
も
上
が
り
、
今
で
は
年
間
二
万

人
を
超
す
癒
し
の
場
と
な
り
地
域
の
宝
、

市
・
県
の
顔
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を

築
い
た
。 

 

訪
れ
た
人
々
の
推
移 

十
五
年 

四
千
人 

施
設
整
備
完
了
・
農

村
ア
メ
ニ
テ
ィ
大
臣
賞
・
四
谷
の
千
枚
田

だ
よ
り
発
行 

急
激
に
増
え
た
。 

十
八
年 

六
千
人 

前
年
、
棚
田
サ
ミ
ッ

ト
開
催
。
二
十
年 

一
万
人
。
二
十
二
年 

 

一
万
五
千
人 

田
園
自
然
再
生
活
動
大

臣
賞
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ10

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
会

場
。
一
昨
年
に
は
二
万
人
を
超
し
、
年
ご

と
に
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。 

 
訪
れ
る
多
く
の
人
か
ら
自
動
販
売
機

は
な
い
か
、
と
か
、
な
ぜ
置
か
な
い
か
と

聞
か
れ
る
が
「
あ
ん
た
ん
等
は
こ
れ
だ
け

旨
い
空
気
を
吸
っ
て
、
何
を
言
っ
と
る
だ

ん
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ん
か
、
こ
の
千
枚
田
に

は
似
合
わ
ん
で
の
ん
」
の
嫌
味
に
「
自
販

機
」
を
置
か
な
い
と
い
う
信
念
に
改
め
て

感
服
し
て
い
る
。 

 

施
設
整
備
の
完
成
の
暁
に
は
・
・
・
か

ら
、
早 

十
七
年
、
毎
週
一
回
を
ペ
ー
ス

に
ふ
れ
あ
い
広
場
の
ト
イ
レ
掃
除
を
し

て
い
る
が
、
「
ウ
ン
コ
」
が
便
器
に
こ
び

り
付
き
、
な
か
な
か
取
れ
な
い
。
街
場
の

人
は
景
色
を
見
て
、
癒
さ
れ
て
「
ウ
ン
コ
」

を
残
し
て
く
れ
る
。
有
り
難
く
も
な
く
、

嬉
し
く
も
な
い
。 

 

と
は
い
う
も
の
の
、
国
民
ひ
と
り
一
人

の
尊
い
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。 

訪
れ
る
中
に
は
無
礼
な
連
中
も
い
な

く
も
な
い
。
い
ち
い
ち
斜
視
で
み
て
い
る

と
胃
が
痛
む
。
ス
マ
イ
ル
が
薬
だ
。 

春
が
来
た 

 

忙
し
く
な
り
、
夕
方
の
黄
門
様
も
見
れ

な
く
な
る
の
ん 

                

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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美
の
里
づ
く
り
受
賞 

 
第
十
回 

美
の
里
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

農
林
水
産
省
主
催 

趣
旨 
国
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
良
好

な
農
村
景
観
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
持

続
的
な
農
業
生
産
活
動
は
も
と
よ
り
、
地

域
住
民
等
も
参
加
し
た
個
性
あ
る
美
し

い
景
観
づ
く
り
へ
の
取
組
が
重
要
で
あ

る
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
地
域
の
自
主

的
努
力
に
よ
り
農
山
漁
村
の
美
し
い
景

観
が
保
全
・
形
成
さ
れ
て
い
る
優
れ
た
活

動
事
例
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
こ
れ
ら
優
良
事
例
の
普
及
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

千
枚
田
を
宝
と
し
て
各
種
活
動
に
邁

進
す
る
地
域
住
民
に
さ
さ
や
か
な
お
礼

が
で
き
れ
ば
と
応
募
し
て
み
た
。 

結
果
的
に
は
「
大
臣
賞
」
に
は
届
か
ず

「
審
査
員
特
別
賞
」
と
、
銅
メ
ダ
ル
の
次

に
価
す
る
賞
に
な
る
。
全
国
応
募
の
幅
広

い
中
か
ら
の
受
賞
と
思
え
ば
栄
誉
に
は

間
違
い
な
い
。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
。 

賞
は
頂
い
た
も
の
の
二
十
三
日
、
東
京
の

表
彰
式
に
自
費
で
出
席
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
。
保
存
会
に
は
そ
ん
な
余
裕
は
無

い
し
、
後
期
高
齢
者
で
年
金
生
活
者
の

(

舜)

に
も
地
域
活
動
で
貧
乏
し
て
い
る
。 

何
だ
か
、
「
乞
食
が
馬
を
貰
っ
た
」
よ
う

な
気
が
し
な
く
も
な
い
。 

銀
幕
登
場 

今
日(

五
日)

、
河
瀬
直
美
監
督
、
樹
木

希
林
主
演
の
映
画
「
あ
ん
」(

六
月
封
切)

の
撮
影
に
協
力
し
た
こ
と
で
ス
ク
リ
ー

ン
に(

舜)

を
フ
ル
ネ
ー
ム
で
表
示
し
た

い
と
打
診
が
あ
っ
た
。
希
林
さ
ん
は
我
が

家
ま
で
訪
れ
、
女
房
と
一
緒
に
旦
那
の
悪

口
造
言
に
柳
眉
を
下
げ
、
ま
た
、
地
域
の

お
花
見
会
に
も
快
く
腕
を
組
み
、
同
行
し

て
い
た
だ
い
た
。
大
女
優
「
希
林
」
さ
ん

と
の
出
会
い
は
生
涯
の
思
い
出
で
も
あ

り
、
お
そ
れ
多
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
快

諾
し
た
。
余
談
で
は
あ
る
が
家
政
婦
役
で

人
気
の
市
原
悦
子
さ
ん
も
希
林
さ
ん
の

希
望
か
ら
九
年
ぶ
り
に
映
画
出
演
す
る

そ
う
で
、
そ
の
駆
け
引
き
が
見
も
の
だ
と
、

今
か
ら
わ
く
わ
く
し
て
い
る
。 

役
員
会 

三
月
七
日
、
保
存
会
の
役
員
会
を
開
催
、

差
し
迫
っ
た
各
種
事
業
に
つ
い
て
討
議

し
た
。 

一
、
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ル
大
会
エ
イ

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て 

保
存
会
が
母
体
と
な
り
協
力
す
る
。 

二
、
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
十
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て 

九
月
五
日
、
開
催
す
る
。 

三
、
四
月
三
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
入
・
幹
部

講
習
に
つ
い
て 

 

受
け
入
れ
決
定
。 

四
、
鳳
来
北
西
部
地
域
協
議
会
地
域
活
動

交
付
金
事
業
応
募
に
つ
い
て 

本
日
（
三
月
七
日
）
審
査
会
が
あ
っ
た
。 

連
谷
小
学
校
卒
業
式 

 

三
月
二
十
日(

金)

、
二
人
の
児
童
の
卒

業
式
が
二
人
の
在
校
生
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
や
父
兄
、
来
賓
の
方
々
に
祝
福
さ

れ
て
母
校
を
後
に
す
る
。 

第
一
回

奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル 

本
格
的
ミ
ド
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会 

開
催
日 

四
月
十
二
日(

日) 

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
奥
三
河
、
そ

の
季
節
の
変
化
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
、

パ
ワ
フ
ル
に
森
を
駆
け
抜
け
る
愛
知
県

発
の
本
格
的
中
距
離
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
レ
ー
ス
。
コ
ー
ス
は
茶
臼
山
を
起
点

に
九
百
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー
ル
の
湯

谷
温
泉
大
駐
車
場
に
、
六
十
三
㎞
に
挑
戦

す
る
。 

こ
の
大
会
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
と
し
て
風
光
明
媚
な
四
谷
の
千

枚
田
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
選
ば
れ
、
し

し
汁
や
お
に
ぎ
り(

ミ
ネ
ア
サ
ヒ)

を
八

百
人
分
の
支
度
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
行
政
区
の
四
谷

区
長
に
協
力
要
請
が
あ
っ
た
も
の
の
四

谷
地
区
だ
け
で
は
捌
き
き
れ
な
い
こ
と

と
、
「
ふ
れ
あ
い
広
場
等
」
の
維
持
管
理

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
存
会
が
母

体
と
な
れ
ば
、
力
強
い
連
谷
お
助
け
隊
や

棚
田
っ
娘
、
公
民
館
、
連
合
区
に
も
呼
び

か
け
、
連
谷
校
区
全
体
で
大
会
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

大
会
当
日
に
備
え
、
事
前
に
参
加
、
協

力
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
準
備
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
よ
い
雰
囲
気
の
接
待
、

応
援
に
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

横
浜
ゴ
ム
新
入
・
幹
部
研
修 

 

四
月
三
日(

金)

、
恒
例
と
な
っ
た
研
修

の
受
け
入
れ
を
行
う
。 

 

横
浜
ゴ
ム
と
千
枚
田
の
繋
が
り
は
長

く
、
生
産
性
の
低
い
棚
田
の
百
姓
へ
の
支

援
と
し
て
稲
藁
を
高
価
格
で
購
入
、
百
姓

は
大
変
喜
ん
で
い
る
。 

同
社
は
、
生
物
多
様
性
の
取
り
組
み
と

し
て
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
ビ
オ
ト

ー
プ
の
設
置
、
自
然
再
生
な
ど
、
四
谷
の

千
枚
田
に
大
き
く
貢
献
し
て
頂
い
て
い

る
。
ま
た
、
保
存
会
も
植
樹
祭
や
記
念
式

典
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。 

 

研
修
当
日
は
市
長
さ
ん
も
激
励
に
駆

け
つ
け
る
予
定
で
、
多
分
、
新
城
市
に
住

み
、
税
金
を
払
っ
て
頂
き
た
い
と
挨
拶
す

る
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

近
況 棚

田
学
会
通
信
四
十
五
号
の
表
紙
及

び
特
集
棚
田
の
生
き
も
の
が
掲
載
さ
れ
た
。 
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平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
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